
ご意見、ご要望を
お寄せください。

〒131-0044 東京都墨田区文花2-16-10 TEL.03-5247-1833 FAX.03-5247-1833

東京都議会議員 加藤まさゆき都議会公明党
都議会公明党 検 索

www.togikai-komei.gr.jp/

加藤リポート加藤リポート すぐ現場、すぐ行動！加藤が動く！！ーーKATO REPORT 

11/15 ユビキタス実証実験を視察

2014年（平成26年） 新年号東京都議会議員　加藤まさゆき通信_Vol.16

都議会公明党 東京都議会議員

加藤まさゆき通信

　誰もが、どこでも、いつでも情報通信
技術を活用できる環境（ユビキタス）を
進める都の「東京ユビキタス計画」の
実証実験が行われている中央区銀座を
視察しました。ここでは、街路灯やバス
停の案内板などに張り付けられたタグに
スマートフォンをかざすと、周辺の店舗

や観光情報が画面に表示され、音声も
流れます。また、車いすの人のための
道案内などの利便性を確かめました。
　今後も引き続き実験を重ね、観光ガイ
ドや障がい者の支援、災害時の誘導など
がスムーズに行えるよう取り組んでいき
ます。

11/21～22 被災地支援で宮城県を視察
　気仙沼市の住宅地を高台に移転する
防災集団移転促進事業の工事現場や、南
三陸町の土地区画整理事業を視察しまし
た。事業を担当する都の任期付き職員か
らは、作業員の人件費や資材価格の高
騰、残土の置き場確保が大きな課題と
なっていることを伺いました。

　宮城県副知事との意見交換では、宮城
の競技場で東京五輪の予選などが行え
れば、海外の人々に復興の姿をＰＲできる
絶好の機会になるとの要望がありました。
　この他、石巻市の水産加工場を訪れ、
操業停止で離れてしまった取引先の確保
に苦労している現状を伺いました。

猪瀬氏の5000万円疑惑を総務委員会で追及
都知事辞職に伴い2月9日都知事選投開票

　総務委員会の集中審議で都議会公明党は、猪瀬氏
が副知事時代に ①高級ホテルの会員権を所有してお
り、また、作家としての印税収入、テレビ出演料などが
あることから、生活の不安で借入したとの理由は疑問 
②救急医療に熱心に取り組み、同医療に取り組む徳州

会病院の東京進出を知らないわけがない－－などの矛
盾点を指摘しました。そして、報告書への記載がなかっ
たことから5,０００万円が裏金ではないかと追及し、知
事の職を辞すべきと糾弾しました。しかし、知事はあい
まいな答弁に終始し、その後の質疑でも事実と異なる
説明が明るみになり、猪瀬氏は辞職を表明しました。

11/3 東京MXテレビの番組で討論番組を放映
　１１月３日に放映された討論番組「トウキョウもっと！
もっと！元気計画研究所」に出演しました。今回のテー
マは「東京の防災力をもっと高めるために！」。都民の
防災意識、防災活動への取り組み向上策について議
論しました。特に、地域で行う防災訓練参加者、中で
も若い人が少ない問題を解決するために、ツイッター
の活用など広報体制の強化や訓練メニューの工夫など
を訴えました。
　また、子どもたちがまち歩きなどを通して地域の防
災マップを作成していけば、身近な地域の危険箇所な

どをあらためて認識し、子どもから大人へと防災意識
が波及していくことや、将来の担い手育成につながる
ことに期待を寄せました。 これからも魅力ある都政実現に向け、
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　新しい年がスタートしました。2020年の東京オリンピック・パラリン
ピックの開催に向けて、防災、福祉、中小企業支援対策などに取り組み、
世界の模範となる先進都市東京を築いてまいります。皆様のご意見・
ご要望をお寄せください。

東京都議会第4回定例会（平成25年11月29日～12月13日）における都議会公明党の
本会議、委員会で推進した主な政策、視察などについてご報告いたします。

加藤リポートでは、議会での提案に繋げるための調査・
視察など加藤まさゆきの最新情報をご紹介いたします。

　昨年２月の定例会一般質問で加藤都議が訴え
た、都バスにおける無料ＷｉＦｉ環境の整備が実現
しました。
　都交通局は、昨年１２月２０日、都バスの車内で
乗客の方が携帯端末などから無料で高速・大容
量のインターネットに接続できる公衆無線LAN
（WiFi）サービスを、まず渋谷～六本木～新橋を
結ぶ路線からスタートさせました。
　初日となるこの日、加藤都議をはじめ都議会公
明党議員らは、担当者から説明を聞きながら各自

の端末で通信スピードや使い勝手を試しました。
最初に端末の画面上で利用登録を行うため面倒
に感じますが、初回登録さえすれば次回からはス
ムーズに繋がることを確認しました。対応言語は
日本語、英語、中国語（簡体字、繁体字）、韓国語が
選択可能です。ユーザーが契約している通信会
社に関係なく利用でき、連続使用は３時間までで、
１日に何回でも接続が可能です。観光やビジネス
利用だけでなく、災害時にも活用でき、しかも民
間資本の導入で都税を使う必要もありません。
　都交通局では、本年３月末までに全車両1,４５２
台で利用できるよう順次拡大します。２０２０年の
オリンピック・パラリンピックに向けて対応言語も
増やしていきたいと思います。都バスに乗車した
際は、ぜひ体験してみてください！

質問に答える加藤都議 本番中のスタジオの様子

銀座のバス停前でユビキタスを体験

高台移転の工事現場で状況を聞く公明都議ら

都派遣の任期付き職員と意見交換

総務
委員会

都バス
WiFi化

説明を受けながら接続状況などを確認

フリーアクセスは
都内バス会社では初！

議会での提案が早くも実現！
都バスの無料WiFiがスタート！
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　都内での震災被害の拡大を抑制するためには、
特定緊急輸送道路に面する建物の耐震化を、一日
も早く実現しなくてはなりません。現在、７割を超
える建築物について診断が実施されています。残
り３割の耐震化に向け、今年度までとしていた診
断の助成期限を来年度まで延長し、全ての特定沿
道建築物の診断を完了させる方針です。

　また、改修工事費については、国の助成制度が
割り増しになり、自己負担が１割まで軽減される
ことになりました。２６年１月から実施できるよう
取り組みます。

耐震化
対策

　都内経済を支える中小企業が力をつけて発展し
ていくためには、効果の高い設備投資を行い、よ
り良い製品を生み出すことが重要です。しかし、
新たな設備投資は資金面で大きな負担となり、慎
重にならざるをえません。そこで都は、成長産業
への参入や付加価値の高いものづくりを目指す中
小企業を後押しするため、設備投資に対する新た

な助成制度を検討していきます。また、経営の安
定化に向け、売掛金などの動産担保を活用する融
資制度についても検討を進めます。

中小企業
支援

　大規模事務所や共同住宅においては今まで一定
数の駐車場を確保する必要がありましたが、今回
の条例改正で一部基準が緩和され、空き駐車場を
駐輪場などへ転換するなど有効活用することが可
能となりました。例えば、２３区の新築共同住宅で
は、床面積３００㎡に１台必要でしたが、これを３５
０㎡に１台へと緩和。既存共同住宅でも区市の条

例で必要とされる台数まで減らすことなどが可能
となりました。
　また、今回の見直し対象地域とならない区域に
おける「都集合住宅駐車施設附置要綱」も今後見
直し、地域の実情に沿うように求めました。

駐車場条例を見直し
空き駐車場の有効活用が可能になりました

　入院後３か月で転院を迫られる問題で、「家族が
入院した際、余りに早く転院を迫られた。病院で
紹介された転院先は高額で遠方」などといった、
患者家族の切実な声があります。そこで都は、医
療機関の所在地やアクセスなどの基本情報や、お

およその月額入院費用など、転院先選定に必要な
情報を簡単に検索できる「転院支援情報システム」
を今年度中に構築する予定です。来年度には、試
験運用を始め、早期の本格運用を目指します。

「暮らしやすい街・東京」再構築を目指して。
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　２０２０年のオリンピック・パラリンピックの開催
も見据え、新たにデジタル映像技術を取り入れる
ほか、解説板を多言語化するなど、外国人観光客
を含め、多くの来館者にわかりやすい施設となる
よう検討を進めます。

墨田区横網町の震災復興記念館が
リニューアルへ

　都営住宅の自治会活動の担い手不足問題などを
解消するため、期限付き若年ファミリー世帯向け
の入居制度が今年度には１４５０戸に募集が拡大さ

れました。若年世帯の定着が必要なことから今後
都は、期限なし若年ファミリー世帯の募集枠を拡
大する方向です。

都営住宅の高齢化対策で
期限なしファミリー世帯の募集枠拡大へ

　東部低地帯における大規模水害時の緊急避難先
は待ったなしの課題です。先般都は、各区の意向
を受けて、墨田・江東・足立・葛飾・江戸川の
東部 5 区と大田区とで都営住宅を緊急避難先に指

定する覚書を締結しました。しかし、何よりも居
住者の理解と協力が必要なため、覚書締結に当
たっては、団地自治会や居住者の方への説明を実
施するなど周知を図るよう求めました。

大規模水害時において
都営住宅を緊急避難先に指定！
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転院支援情報システムを構築！
早期の本格運用を目指します
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墨田区横網町の震災復興記念館


